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９
月
11
日（
土
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、
第
２
回
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
大
会
に
は
、
約
６
０
０
人

の
関
係
者
が
参
加
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
基
本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
『
あ
い
』
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
樋ひ

口ぐ
ち

直な
お

嗣つ
ぐ

会
長
が
、「
地

域
に
合
っ
た
福
祉
・
介
護
の
体
制
づ
く
り

を
住
民
の
協
力
で
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

の
功
労
者
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏
、活
動
事
例
発
表
、

岐
阜
経
済
大
学
の
鈴す

ず

木き

誠
ま
こ
と

教
授
の
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

▲力強い和太鼓演奏

▲活動事例発表の様子

▲金コーチと参加者の皆さん（実技指導）

▲金指さんのご活躍を期待しています

　

９
月
12
日
（
日
）
揖
斐
川
健
康
広
場
（
上

南
方
）
を
中
心
に
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
チ
の
金き

ん

哲て
つ

彦ひ
こ

さ
ん
に
よ
る

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ

る
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
関
連
し
た
企
画

で
、
約
１
０
０
人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
水
分
の
補
給
だ
け
で
な
く
、

塩
分
も
必
要
で
あ
る
こ
と
、
長
い
上
り
坂

で
は
、
体
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
、
完
走
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
講
義
と
実
技

に
、
参
加
者
は
、「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

が
待
ち
遠
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
１
回
芸
能
の
夕
べ
開
催

～
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

　

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、地
元
の
女
性
５
人
で
実
行
委
員
会（
代

表　

長な
が

屋や

静し
ず

江え

さ
ん
）を
つ
く
り
、
１
年

以
上
か
け
て
準
備
し
た
演
奏
会
「
第
１
回

芸
能
の
夕
べ
」が
９
月
11
日（
土
）三
輪
神

社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
、
力
強
い
和
太
鼓
や
優
雅

な
琉
球
舞
踊
、
軽
快
な
三
味
線
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
約
４
０
０
人
の
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

長
屋
代
表
は「
地
域
の
人
が
集
ま
っ
て
、

楽
し
め
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
を

活
性
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
元
気
な
町
を

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

第
２
回
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
大
会
開
催

～
『
あ
い
』
の
ま
ち
づ
く
り
～

金
コ
ー
チ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
開
催

～
２
０
１
０
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
企
画
～

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派
遣

～
ガ
ー
ナ
初
の
養
護
専
任
教
諭
～

　

９
月
14
日（
火
）
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
、

２
年
間
ガ
ー
ナ
に
派
遣
さ
れ
る
、
金か
な

指ざ
し

愛あ
い

子こ

さ
ん（
三
輪
）
が
、
出
発
前
の
あ
い
さ

つ
で
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

金
指
さ
ん
は
中
学
生
の
と
き
に
、
途
上

国
支
援
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ツ
ア
ー
に
参
加
。
そ
の

時
に
「
い
つ
か
こ
う
い
う
場
所
で
現
地
の

人
々
と
一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
」
と
思
い
、

大
学
卒
業
後
に
養
護
助
教
諭
や
保
健
師
と

し
て
経
験
を
積
み
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
先
で
は
、
ガ
ー
ナ
南
部
の
教
育
事

務
所
に
配
属
さ
れ
、
ガ
ー
ナ
初
の
養
護
専

任
教
諭
と
し
て
、
同
国
の
小
学
校
に
初
め

て
設
け
ら
れ
た
モ
デ
ル
保
健
室
を
拠
点
に

活
動
さ
れ
ま
す
。
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揖
斐
川
町
敬
老
会

～
各
地
域
で
長
寿
を
お
祝
い
～

川
上
ほ
う
ろ
踊
り

～
夜
空
に
「
ほ
う
ろ
」
が
舞
う
～

白
樫
踊～

地
域
ぐ
る
み
で
伝
承
～

Ｆ
Ｃ
岐
阜
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
春
日
小
学
校
で
植
樹
イ
ベ
ン
ト
～

　

９
月
12
日（
日
）お
よ
び
15
日（
水
）に
、

町
内
16
の
会
場
で
、
町
内
在
住
77
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
「
平
成
22
年
度　

揖
斐
川

町
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
４
６
２
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
行
事
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
目
的
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
会
場
で
は
、
式
典
の
ほ

か
、
地
元
の
園
児
や
児
童
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、
会
場
は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
０
０
年
以
上
続
い
て
き
た
川
上
ほ
う

ろ
踊
り
が
９
月
18
日（
土
）、
坂
内
地
域
の

八
幡
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
上
ほ
う
ろ
踊
り
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
感
謝
し
、
雨
乞
い
を
祈
願
す
る
踊
り
と

し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
手
が
背
負
う｢

ほ
う
ろ｣

は
、
前

日
に
準
備
し
て
飾
ら
れ
、
竹
の
長
さ
は
、

５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

夜
に
行
わ
れ
た
踊
り
は
、
鐘
や
太
鼓
を

た
た
き
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
竹

に
飾
ら
れ
た
ほ
う
ろ
が
、
夜
空
に
大
き
く

波
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
19
日（
日
）、
白
樫
神
社
な
ど
で
白

樫
踊
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
樫
踊
は
、
お
よ
そ
８
０
０
年
の
歴
史
を

誇
り
、
大
垣
城
主
の
勧
め
で
始
ま
っ
た
雨
乞

い
が
起
源
と
さ
れ
る
伝
統
の
舞
で
す
。

　

踊
り
は
、
白
樫
地
区
の
公
会
堂
、
光こ

う

蓮れ
ん

寺じ

、
白
樫
神
社
の
３
か
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

揖
斐
川
町
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
頃
に
起

源
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
太
鼓
踊
り
が
多
く

の
地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
郷
土
芸
能
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
手
で
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲揖斐川地域敬老会の様子（健康広場アリーナ）

▲みんなでエコ宣言！

▲夜空に幻想的な「ほうろ」が舞いました

▲光蓮寺での奉納踊り

　

９
月
18
日（
土
）、サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
Ｆ

Ｃ
岐
阜
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑
を
増

や
す
植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
、
春
日
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
と
岐
阜

県
、岐
阜
県
森
林
公
社
、木
曽
三
川
水
源
造

成
公
社
が
実
施
し
て
い
る「
緑
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
０
」の
一
環
で
、「
エ

コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
」を
販
売
し
た
収
益
を
活
動
資

金
の
一
部
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
春
日
小
学
校
の
全
校
児
童
42

人
が
参
加
し
、
６
年
生
５
人
が
代
表
し
て

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
選
手
と
一
緒
に
、
サ
ル
ス
ベ

リ
や
マ
ユ
ミ
な
ど
の
苗
木
４
本
を
校
庭
の

花
壇
に
植
え
ま
し
た
。

　

植
樹
後
、
選
手
と
児
童
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

や
サ
イ
ン
会
で
交
流
し
ま
し
た
。



Public Information IBIGAWA 8

坂
内
坂
本
神
の
踊
り

～
五
穀
豊
穣
を
願
う
～

あ
り
が
と
う

旧
庁
舎
お
別
れ
式

揖
斐
川
上
流
水
源
環
境
を
守
る

揖
斐
川
町
役
場

新
庁
舎
で
業
務
開
始

　

９
月
23
日（
木
）、
坂
内
坂さ

か

本も
と

地
区
で
秋

の
大
祭
が
行
わ
れ
、
神
の
踊
り
が
五
社
神

社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
の
踊
り
は
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
祭
り

の
芸
能
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
踊

り
は
古
調
を
正
し
く
伝
え
、
風
情
豊
か
に

踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
民
俗
芸
能
の

中
で
、
質
の
良
い
風
流
太
鼓
踊
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
地
元
の
小
学
生
も
坂
内
坂
本

地
区
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
の
踊
り
や
歌

の
伝
承
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
23
日（
木
）、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
兼

ね
た
揖
斐
川
町
役
場
新
庁
舎
の
完
成
に
伴

い
、解
体
さ
れ
る
旧
庁
舎
の
お
別
れ
式
が
、

旧
庁
舎
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
、
39
年
間
に
わ
た
り
町
行
政

の
拠
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
別
れ
式
に
は
、
関
係
者
約
１
０
０
人

が
出
席
。
宗
宮
町
長
は
、「
旧
庁
舎
の
形

は
無
く
な
り
ま
す
が
、
町
づ
く
り
の
精
神

は
受
け
継
が
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。」と
話
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
消
灯
式
が
行
わ
れ
、
旧
庁

舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

揖
斐
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
・
財
団
法
人

い
び
が
わ 

生い
の
ち命

の
水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
が
主
催
で
、
９
月
11
日（
土
）
に
揖

斐
川
上
流
水
源
地
域
の
清
掃
・
環
境
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
、
10
月
３
日（
日
）に
は
、

夜
叉
ヶ
池
清
掃
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
活
動
に
は
、約
１
３
０
人
が
参
加
し
、

揖
斐
川
上
流
の
河
川
や
登
山
道
、
道
路
な

ど
約
22
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
清
掃
活
動
と
、

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲五社神社での奉納踊り

▲業務開始式の様子

▲消灯式の様子

▲清掃・環境パトロール活動の様子

　

９
月
21
日（
火
）、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
兼

ね
た
揖
斐
川
町
新
庁
舎
で
業
務
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
業
務
開
始
式
が
行
わ
れ
、
職

員
が
気
持
ち
を
新
た
に
職
務
に
励
む
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
の
代
表
者
が
、「
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
学
び
成
長
し
続
け
る
自
律
型

プ
ロ
職
員
を
目
指
し
ま
す
」
と
町
職
員
行

動
指
針
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
宗
宮
町
長

か
ら
は
「
職
員
同
士
の
意
思
疎
通
や
各
課

の
連
携
を
強
化
し
て
、
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
業
務
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
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セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業

～
作
品
審
査
12
点
が
入
選
～

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー

チ
ッ
プ
・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
竣
工

　

９
月
29
日（
水
）
か
ら
10
月
６
日（
水
）

ま
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
・
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
10
月
２
日（
土
）の
セ

ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
見

事
完
走
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

山や
ま

本も
と　

泰や
す

明あ
き　

２
時
間
36
分
44
秒

（
男
子
フ
ル
13
位
）

中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う　
　

恵
め
ぐ
み　

３
時
間
16
分
７
秒

（
女
子
フ
ル
52
位
）

阿あ

蘓そ　
　

弘
ひ
ろ
し　

３
時
間
26
分
37
秒

（
男
子
フ
ル
543
位
）

成な
る

瀬せ　

純
じ
ゅ
ん

子こ　

４
時
間
48
分
９
秒

（
女
子
フ
ル

1570
位
）

　

９
月
16
日（
木
）、町
内
の
子
ど
も
た
ち

が
環
境
保
全
を
願
っ
て
描
い
た
絵
画「
走

れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
主
催
）の
作
品
審
査
会
が
行
わ
れ
、パ
ッ

カ
ー
車（
ご
み
収
集
車
）
の
車
体
を
飾
る

作
品
12
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
や

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
、

平
成
14
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
89
人

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
縦
１
メ
ー
ト
ル
、
横
１
・

２
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
コ
ピ
ー
し
て
、
12
月

ご
ろ
か
ら
約
２
年
間
、
町
内
で
ご
み
収
集

を
行
う
㈲
揖
斐
川
清
掃
の
パ
ッ
カ
ー
車
６

台
の
車
体
に
張
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

入
選
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

土つ
ち

屋や　

俊
し
ゅ
ん

輔す
け

さ
ん
（
や
ま
と
幼
児
園
）

髙た
か

田だ　
　

力
ち
か
ら

さ
ん
（
清
水
小
１
年
）

河か
わ

本も
と　

侑ゆ
う

万ま

さ
ん
（
小
島
小
１
年
）

林は
や
し

　
　
　

潤
じ
ゅ
ん

さ
ん
（
小
島
小
２
年
）

松ま
つ

浦う
ら　

啓け
い

斗と

さ
ん
（
北
方
小
２
年
）

鳥と
り

井い　

奏か
な

汰た

さ
ん
（
谷
汲
小
２
年
）

小お

川が
わ

菜な

な々

子こ

さ
ん
（
揖
斐
小
３
年
）

石い
し

橋ば
し　

実み

祐ゆ

さ
ん
（
小
島
小
３
年
）

安あ

達だ
ち　
　

葵
あ
お
い
さ
ん
（
小
島
小
３
年
）

小お

川が
わ　

純
じ
ゅ
ん

奈な

さ
ん
（
揖
斐
小
４
年
）

廣ひ
ろ

瀬せ　
　

遥
は
る
か

さ
ん
（
揖
斐
小
５
年
）

早は

矢や

仕し

彩あ
や

乃の

さ
ん
（
揖
斐
小
６
年
）

▲セントジョージマラソンスタート地点

▲完成した工場内を見学する関係者

▲作品審査の様子

　

昨
年
12
月
に
発
足
し
た
、
揖
斐
郡
内
の

建
設
会
社
な
ど
11
社
で
組
織
す
る
「
い
び

森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
」
の

木
質
チ
ッ
プ
・
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
（
西

津
汲
）
が
完
成
し
、
10
月
１
日（
金
）
に

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
場
で
は
、
山
林
か
ら
運
び
出
さ

れ
る
木
材
の
う
ち
、
建
築
な
ど
に
は
使
え

な
い
間
伐
材
な
ど
を
バ
イ
オ
マ
ス
（
植
物

資
源
）
燃
料
の
ペ
レ
ッ
ト
や
製
紙
原
料
の

チ
ッ
プ
に
加
工
し
ま
す
。

　

協
同
組
合
は
、人
工
林
の
集
約
を
進
め
、

木
材
生
産
組
織
で
効
率
的
な
森
林
整
備
を

実
施
し
、
工
場
へ
の
間
伐
材
の
供
給
を
確

保
す
る
な
ど
、
森
林
整
備
と
一
体
で
工
場

運
営
を
行
い
、
林
業
再
生
を
図
り
ま
す
。


